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神の他性と他者の他性
―― デカルトとレヴィナスにおける「無限」の観念 ――











des	 théories	classiques	d’autrui	au	20e	siècle,	 tout	se	passe	comme	si	 l’on	abandonnait	 la	
théorisation 	de	ce	problème,	en	présupposant	éthiquement 	 l’existence	de	 l’autre.	Et	pourtant	
Lévinas	en	appelle	toujours	à	l’idée	cartésienne	de	l’Infini	qui	démontre	théoriquement	









. . . .
理的に前提され、もはや
理











































. . . .
念対象がその観念を超出」する。無限を思惟することによって、自我は一
挙に「そ
















































　70 年代になると、＜無限＞ (l’Infini) のin にnon〔無〕とdans〔内の〕という二つの意味を付
与する傾向が顕著になってくる。「＜無限＞の観念」、即ち「私









「＜無限＞と有限の差異」は「有限に対する＜無限＞の非 ‐ 無頓着」(Ibid.,	108) でもある。やは




. . . . .
実な踏襲とも、
たんなるか















































































　デカルトは 1644 年 5 月 2 日のメルセンヌ宛書簡の中でも、「普遍的で不特定の原因が問われて
いるときには、よ
. . . . . . . . . . . . .
り大きいことを能うものは、よ
. . . . . . . . . .
り小さいことも能うということや、全
. . . . . .
体はその部
分
















113)。かくして神自身が「形而上学の有 ‐ 神論的体制」(QC	Ⅱ ,	171.	Cf.	248) の中に入るのだと
いう。けれどもこのような解釈に対しても、近年では幾つかの反論が見られる。例えばゴンティエ
によれば、もしデカルトが神を「自





















い」(AT	Ⅴ ,	545-6) のだし、「神は〔…〕自らの全能を自己から奪い取ることなどできない」(AT	Ⅲ ,	
567)。ゲルーによれば、神にとってさえ「不可能なもの」があり、それは「彼の全能や彼の有を制
限するようなもの」(Gueroult	Ⅱ ,	26) だという。「いわば神
. . . . . . . . . . . . . . . . . .
的な自由意志によって創設された諸々
の





. . . .
被造的」(Ibid.,	30) なのである。そしてこ






































































































































































. . . .
れから自らを顕示する、というのではない。その無限化は、顕示として生ずる」
(Ibid.,	ⅩⅤ )。かくして「＜他者＞の顔」は「自


















. . . . . . . . . . . .
ンテクストなき意味作用」(TI,	ⅩⅡ ,	etc.) という表現を用いる。ショプランは「コ
. . . .
ンテク
ス
















































































































































































































6 本稿は JSPS 科研費 15K02009 の助成を受けて「他性と場所」という統一テーマのもとに平成 27年度から開始された 5年間の
研究の中の、平成 28年度分の研究成果報告でもある。本年度の研究全体は「神の他性と他者の他性――デカルトの「無限」の
観念とレヴィナスの他者論」という主題のもとに行われたのだが、紙数制限上、本稿はその約 1	/9 サイズの縮小版となった。
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